
令和６年度 第５回逢妻地域会議 会議録 

 

■日 時  令和６年９月１８日（水） 午後６時３０分～７時５０分 

■場 所  逢妻交流館 １階 多目的ホール 

■出席者   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次 第  

１ 会長あいさつ 

２ 逢妻地域の課題の集約・絞り込みについて 

（１）グループワーク 

（２）検討内容共有 

３ その他 

（１）第９次豊田市総合計画の答申に対する検討結果について（情報提供） 

（２）住民主体の共助交通シンポジウムについて（情報提供） 

 

■議 事（要約） 

２ 逢妻地域の課題の集約・絞り込みについて 

（１）（２）グループワークについて 

グループに分かれ、各委員が事前に課題抽出シートに記載した内容を報告し、意見交

換をした。また、グループ間で検討内容を共有した。各グループから出た主な意見は以下

のとおり。 

 

＜Ａグループ＞ 

○防災 

課 題 逢妻女川の氾濫の危険性が高い 

解決策 自助：・家族の連絡方法等の確認、非常持ち出し袋の点検・補充 

共助：・避難訓練、自治区等での安否確認、避難時の呼びかけ 

公助：・自主避難場所の運営講習及びマニュアル作成 

・安否確認用黄色いハンカチの全戸配付 

 

○交通・交通安全 

課 題 南バイパス開通に伴い、危険箇所の変化・増加が予想されるため、事前に安心・

安全に向けた対策が必要 
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解決策 自助：バイパスが開通した後の交通量の変化と気を付けるべきことを、各家庭 

で話題にする。 

共助：・地域で情報交換をする。 

・自治区で危険個所を集約し、安全対策について市へ要望する。 

公助：・自治区等からの要望をもとに、道路整備・看板設置等をする。 

・危険箇所については注意喚起する。 

 

〇地域の担い手不足 

課 題 定年延長等により、自治区役員、PTA 等の地域活動を担う人材の確保が難しく

なっている。 

解決策 自助：・できる限り自治区活動に協力する。 

・家庭内で地域活動や PTA のイベント等について積極的に話題にする。 

共助：・若者や女性の意見を取り上げ、活動に参加してもらう。 

・地域活動に関するチラシを作成・配付する。 

公助：・こども会やジュニアクラブが積極的に活動できるように資金面で補助  

する。 

・自治区への依頼を少なくし、役員の負担感を軽減する。 

 

〇高齢者支援 

課 題 一人暮らしの高齢者の増加に伴い、支援が必要 

解決策 自助：ご近所づきあいを密にして見守り活動をする。 

共助：地域で情報を共有し、日常行動での見守り活動の展開 

公助：情報発信や、切れ目ない連携で孤独死を防ぐ。 

 

〇その他 

 ・学泉大学跡地の宅地化により、小中学生の増加が予想されるため、歩道整備等が必要。

また、自治区再編の検討も必要 

 ・自治区内の調整池の活用についての検討が必要 

 

＜Ｂグループ＞ 

○防災 

課 題 地震や豪雨に対する備えが不十分。 

解決策 自助：家族の連絡方法等の確認、非常持ち出し袋の点検・補充 

共助：地域での避難訓練の実施 

公助：・トイレカーの整備、こどもでもわかる防災ブックの作成 

        ・河川の改修工事を早期に進める。また、橋の更新を行う。 

 

○高齢者支援 

課 題 高齢者の増加により、高齢者への支援が必要。また、災害時の高齢者、要支援

者の支援について検討が必要 

 



解決策 自助：詐欺や犯罪被害に遭わないための対策を講じる。 

共助：近隣住民が協力して見守り活動を行い、孤立を防止する。 

公助：災害時の高齢者支援を強化し、避難場所の整備や、速やかに避難できる 

仕組みをつくる。 

 

〇外国人との関わり 

課 題 外国人によるごみ捨てのマナー違反などのトラブルへの対応が必要 

解決策 共助・公助：カルチャースクール等を充実させ、外国人に日本での生活のマナ 

ーを伝える。 

 

 

〇こどもの見守り（交通安全） 

課 題 学区が広く、また、児童・生徒が多い逢妻地域において、登下校の更なる安全

確保が必要。 

解決策 自助：通学路を親子で歩き、危険箇所や注意すべきポイントを家庭内で話し合

う。 

共助：・あいづままもる隊が各地区において、自主的に登下校の見守りを行って 

いる。 

   ・地域の保護者が積極的に登下校の見守りを行う。 

公助：・みどり線の点検を実施し、不具合を解消する。 

   ・各種防犯、交通安全講座の実施 

   ・交通安全・防犯教育の推進 

        ・こどもたちが安心して自由にあそべる公園とスポーツ施設が合わさっ

た施設を設置する。 

 

〇その他 

・農事組合での水田管理作業の担い手不足 

・定年延長に伴い、各種団体などでの後継者不足、役員の担い手不足が懸念される。 

  

（３）今後の協議の進め方について 

  次回の地域会議で、グループごとに今後地域会議で取り上げたい課題の絞り込みを行

うこととした。 

 

３ その他 

（１）第９次豊田市総合計画の答申に対する検討結果について（情報提供） 

   事務局から資料に基づいて説明 

（２）住民主体の共助交通シンポジウムについて（情報提供） 

   事務局から資料に基づいて説明 

 
●令和６年度 第６回逢妻地域会議 

日時：令和６年１０月１６日（水）午後６時３０分～ 

場所：逢妻交流館 多目的ホール 


